
2026年3月実装 Microsoft 365 Copilot「
Critique」「Council」機能の知財業務への長
期的インパクトと市場評価 

Gemini Opus 3.1 
序論：ジェネレーティブAIの「自己評価のジレンマ」と新たなパ
ラダイム 
2026年3月30日、Microsoftは法人向けAIアシスタント「Microsoft 365 Copilot」のWave 3アップデー
トの一環として、深層調査（Deep Research）エージェントである「Researcher」に、新たなマルチモデ
ル機能「Critique（クリティーク）」および「Council（カウンシル）」を正式に実装した1。このアップデート

は、企業向けAI市場においてMicrosoftの競争優位性をかつてない水準で強固にするものであり、特
に先行アクセスチャネルである「Frontierプログラム」を通じて提供される革新的な機能として位置づ
けられている1。 

これまで、法務や知的財産（IP）の専門家がジェネレーティブAI（生成AI）を日々の実務に導入する際
の最大の障壁は、「ハルシネーション（もっともらしい嘘）」と「出力結果の検証の困難さ」であった。従

来の単一モデルによるAIアプローチは、AI自身が生成した文章を同じAIが評価するという構造的な
「自己評価のジレンマ」を抱えていた4。知財業務のように、一つの技術用語の解釈や、一つの引用

文献の正確性が、数億円規模の特許権の有効性や侵害訴訟の勝敗を左右する領域において、この

構造的欠陥は致命的であったと言える。実際に、過去には大手会計事務所がAIによって生成された
エラーだらけのレポート（存在しないレポートへの言及や誤った引用を含む）に高額な費用を支払うと

いう事例も報告されており、AIの出力に対する盲信の危険性が指摘されてきた5。 

今回のMicrosoftのアップデートは、OpenAIの「GPT」モデルとAnthropicの「Claude」モデルという、
業界を牽引する全く異なるアーキテクチャを持つ複数の最先端AI（フロンティアモデル）を、単一のプ
ロンプト内で連携・競合させることで、この問題を根本から解決しようとする野心的な試みである6。市

場において各ベンダーがより深い推論能力を競い合う中、Microsoftは「透明性」「マルチモデル・
ワークフロー」、そして「内部評価ループ」こそが企業が最も重視する差別化要因になると確信してい

る3。 

本レポートでは、これら新機能の技術的メカニズムを詳細に解剖し、特許調査、明細書作成、権利

化、知財戦略策定といった知的財産業務の各フェーズにもたらす具体的なインパクト、データセキュ

リティ上の重大な懸念、そして市場や専門家からの最新の評価について包括的かつ徹底的に分析

する。 

1. マルチモデル・インテリジェンスの技術的構造と進化 
Microsoftが提唱する「マルチモデル・アドバンテージ」は、用途に応じて最適なAIモデルを使い分け



るだけでなく、複数のモデルをワークフローの中で構造的かつシームレスに組み合わせる点に最大

の革新性がある1。MicrosoftのCopilot戦略は、単なる生産性向上アシスタントから、企業向けのエー
ジェント・エコシステムへと急速に進化を遂げてきた。2025年6月にResearcherとAnalystが一般提供
された際、これらは「推論エージェント」として位置づけられていたが、今回のアップデートにより、

オープンで異種混合的なシステムへと変貌を遂げたのである3。 

これを具現化した機能が「Critique」と「Council」であり、それに連動する「Copilot Cowork」である。 

1.1 Critique（クリティーク）：生成と評価の分離による徹底したピアレビュー 
Critique機能は、複雑なリサーチタスクのために独自に設計された「マルチモデル深層調査システ
ム」である8。この機能の最大の特長は、「生成（Generation）」と「評価（Evaluation）」の役割を異なる
AIモデルに完全に分離している点にある2。 

具体的なプロセスとして、まず第1のモデル（主にOpenAIのGPTモデルが担当）がタスクの計画立
案、情報の検索と抽出の反復、そして初期ドラフトの作成を主導する2。続いて、第2のモデル（主に
AnthropicのClaudeモデルが担当）が「専門の査読者（エキスパート・レビュアー）」あるいは「批判的
編集者」として機能し、最終的なレポートがユーザーに配信される前に、背後で初期ドラフトに対する

厳格なレビューと推敲を行う2。 

この査読プロセスでは、以下の3つの基準が極めて保守的かつ厳格に適用される。 

 

評価基準 詳細な検証内容とメカニズム 知財業務における意義 

情報源の信頼性 
 
(Source Reliability) 

参照された情報源が評判が

高く、主題に対して適切であ

るかを検証する。信頼性の低

いウェブサイトや出所不明な

ブログ等を排除する。5 

先行技術調査において、特

許庁のデータベースや査読

付き学術論文など、証拠能

力の高い一次情報のみを抽

出・採用するために不可欠で

ある。 

網羅性 
 
(Report Completeness) 

ユーザーのクエリに対して、

レポートが完全に回答してい

るかを確認する。分析の深さ

と幅が要求水準に達している

かを判定する。5 

侵害予防調査（FTO）におい
て、特定の技術要素（クレー

ム構成要件）のすべてについ

て漏れなく検討がなされてい

るかを担保する。 

エビデンスの裏付け 
 
(Evidence Grounding) 

レポート内の重要な主張が

すべて、明確で正確な引用

（サイテーション）によって裏

付けられているかをチェック

する。8 

無効理由や拒絶理由を構成

する際、「どの文献のどの段

落に基づく主張か」というト

レーサビリティを確保し、法的

な論理構成の破綻を防ぐ。 



Anthropicのモデルがシステム上で有効化されている環境において、Microsoft 365 Copilotアプリ（デ
スクトップおよびウェブ）内のモデルドロップダウンから「Auto」設定を選択した場合、このCritique機
能がデフォルトの処理パイプラインとして自動的に適用される5。これにより、システムは事実の正確

性、信頼性、そして最終的なレポートへの信頼感を大幅に向上させ、ユーザーは検証作業に費やす

時間を劇的に削減できる8。 

1.2 Council（カウンシル）：複数モデルの並列実行による見解の可視化 
一方、「Council（Model Council）」機能は、Microsoft 365 Researcherにおけるマルチモデルの「比
較モード」として機能する5。このモードでは、ユーザーが入力した単一のプロンプト（質問や指示）

が、GPTとClaudeという2つの異なる深層推論エージェントに同時に送信され、並列で処理される7。 

各モデルは、自身のアーキテクチャと推論ロジックに基づき、完全に独立してスタンドアロンのレポー

トを作成する5。その後、第3のモデル（ジャッジシステム）が双方の出力を並べて比較分析し、「カ
バーレター」と呼ばれるサマリーを生成する5。このカバーレターは、以下の3つの視点からモデル間
の差異を浮き彫りにする。 

1.​ 意見が一致している部分（Agreement）：両モデルが共通して重要だと判断した事実や結論。 
2.​ 意見が分岐している部分（Divergence）：解釈が分かれた法的見解や、相反するデータソース

に基づいた矛盾点。 
3.​ 各モデル独自の洞察（Unique insights）：一方のモデルのみが発見した独自の視点や隠れ

た先行技術。2 

この機能は、単一の「正解」が存在しない複雑な技術的評価、高リスクなビジネス上の意思決定、ま

たは解釈が多岐にわたる法的・技術的文書の分析において、極めて強力なツールとなる4。ユーザー

は、性格の異なる複数の優秀なリサーチャーを同時に手元に置いているかのように、異なる視点を

並行して比較検討し、より高い確信を持って最終的な結論を導き出すことが可能になる2。 

1.3 Copilot CoworkとWork IQの統合：自律的エージェントの進化 
CritiqueとCouncilの導入と同時に、「Copilot Cowork」がFrontierプログラムを通じて提供開始された
ことも、知財業務のワークフローに多大な影響を与える1。Copilot Coworkは、Claudeの基盤技術を
活用し、Microsoft 365内で長期にわたるマルチステップの作業を実行するために設計された自律型
エージェントである2。 

単一のプロンプトから、ブリーフィングドキュメント（Word）、プレゼンテーション（PowerPoint）、および
データ分析結果（Excel）の3つのファイルを一挙に生成することが可能である11。この際、AIは「Work 
IQ」と呼ばれる社内データのインデックスを参照する。Work IQは、ユーザーのメール、カレンダー、
Teamsの会議トランスクリプト、SharePoint内のファイルを自動的にCopilotやResearcherに供給す
るため、管理されていない外部のAIサイトに機密情報をコピー＆ペーストする必要がなくなり、すべ
ての出力が自社の実際のコンテキストにグラウンディングされる11。 

さらに、Copilot Coworkはタスクの実行途中（Mid-Run）に新たなリクエストを注入する能力を備えて
いる11。例えば、膨大な特許ポートフォリオの分析をAIに実行させている最中に、「この結果について
明日の午後に検討会議を設定し、関係者に進捗メールを送ってほしい」と指示を追加すれば、AIは



処理を停止することなく、アクティブな計画の中に新たなタスクを動的に統合する2。 

2. DRACOベンチマークとAI評価科学の確立 
AIモデルの能力を客観的に測定することは、その業務適用を検討する上で極めて重要である。
Microsoftは、Critique機能の優位性を証明するために、「DRACO（Deep Research Accuracy, 
Completeness, and Objectivity）」と呼ばれる深層調査パフォーマンスの業界標準ベンチマークを採
用した2。 

深層調査（Deep Research）とは、自律的なAIシステムが複雑なクエリを構成要素となるワークフ
ローに分解し、多様な情報源を反復的に検索し、その結果得られた証拠を構造化され引用元が明記

されたレポートに統合するプロセスを指す13。単発の質問応答（Q&A）とは異なり、深層調査システム
は自律的な情報の検索と評価を伴う複数ステップの推論を統合するため、これまで人間の専門家に

多大な労力を要求していた分析作業を代替する可能性を秘めている13。 

しかし、このようなシステムの評価は「次元の呪い（Curse of Dimensionality）」と呼ばれる困難に直
面する。包括的なデータセットは、現実的なユースケースを反映し、幅広いドメインにまたがり、多様

な情報源を持つ異なる地域をカバーし、それぞれのインスタンス内で複数の基礎的な能力を検証す

るものでなければならないからである13。 

DRACOベンチマークは、Perplexity Deep Researchで実際にユーザーからリクエストされた数千万
件のプロンプトからサンプリングされ、個人情報の削除や専門家による最終レビューを経て構築され

た、10の専門ドメインにまたがる100の複雑な研究タスクから構成されている8。これは、AIをテストす
るための合成的な学術パズルではなく、現実世界の本物の研究ニーズを反映したものである14。 

2.1 Critiqueがもたらした驚異的なスコア向上 
このDRACOベンチマークにおける検証の結果、Critiqueアーキテクチャは従来の単一モデルアプ
ローチを凌駕し、クラス最高の深層調査品質を提供することが実証された8。すべての結果は、2026
年2月に発表されたZhongらによるオリジナル論文のデータと比較された8。 

Researcher（Critique搭載）は、この論文で報告された最良のシステムであるPerplexity Deep 
Research（Claude Opus 4.6モデル使用）を基準として、総合スコアで+7.0ポイント（標準誤差±1.90
）、率にして+13.88%という大幅な性能向上を達成した5。 

 



 
 
詳細な評価次元ごとの改善幅は以下の通りである。Microsoftのブログ投稿によれば、すべての次
元において統計的に有意な改善（対応のあるt検定でp < 0.0001）が確認されている15。 

 

評価次元 説明 向上スコア 知財実務への意味

合い 

分析の幅と深さ 
 
(Breadth and Depth 
of Analysis) 

情報源全体の統合、

トレードオフの特定、

適切な場合の実行

可能なガイダンスの

提示16。 

+3.33ポイント 単なる情報の羅列で

はなく、特許群の包

括的な傾向分析や、

技術的な代替案の

比較検討において、

より実用的な洞察が

得られることを意味

する。 



プレゼンテーション

品質 
 
(Presentation 
Quality) 

正確な専門用語の

使用、構造化された

フォーマット、可読

性、客観的なトーン

の維持16。 

+3.04ポイント 生成されたレポート

が、そのまま社内の

経営陣への報告書

や、特許庁への提出

書類の基礎資料とし

て利用しやすくなる。 

事実の正確性 
 
(Factual Accuracy) 

応答内で正しく述べ

るべき検証可能な主

張16。 

+2.58ポイント 特許番号、発行日、

出願人名、技術的パ

ラメーターなど、致命

的なエラーが許され

ないデータの信頼性

が高まる。 

このベンチマーク結果は、フォーマットの美しさといった表面的な問題ではなく、事実を正しく把握し、

分析を完全に遂行するという、研究業務の本質的な課題において、マルチモデル・アプローチが圧

倒的な効果を発揮することを示している14。 

3. 知的財産（IP）業務への破壊的インパクトと応用シナリオ 
Microsoft 365 Copilotの新機能は、一般的なビジネス文書の作成支援という枠を超え、知的財産の
ライフサイクル全体（創出、権利化、管理、活用）に破壊的な影響を与える。AIツールの進化は、膨大
な先行技術データを扱う特許審査や知財実務のあり方を根本から変容させつつある17。 

3.1 先行技術調査および無効資料調査における革命的進化 
特許出願前の先行技術調査（Prior Art Search）や、競合他社の特許を無効化するための無効資料
調査は、知財業務において最も時間と高度な技術的・法的専門性を要するプロセスである。生成AI
の登場により、世の中に存在する潜在的な先行技術情報の量は爆発的に増加しており、特許審査

官や知財担当者は「情報過多（Information Overload）」と闘わねばならず、関連性の高い文献を見
落とすリスクがかつてなく高まっている17。 

さらに、米国特許商標庁（USPTO）における審査や、2022年の連邦巡回控訴裁判所（CAFC）におけ
るThaler v. Vidal事件の判決が示すように、AIそのものを発明者とすることは現行法上認められてい
ないものの、AIを用いて生成された大量のコンテンツが先行技術の海（Prior art landscape）を形成
しつつあるという新たな課題が生じている17。 

Critiqueの適用シナリオ： Critique機能は、このノイズの海から高精度なシグナルを抽出するフィル
ターとして機能する。例えば、「次世代全固体電池の固体電解質に関する先行技術調査」を依頼した

場合、GPTが膨大な特許データベース、学術論文、技術仕様書から関連する技術要素を抽出し仮
説を構築する。その後、Claudeがレビュアーとしてその主張の証拠づけ（グラウンディング）を厳密に
検証する5。 

特許要件である「新規性」や「進歩性」を否定する論理を構築する際、AIが参照した引用文献が実在



するのか、またその解釈が技術的に適切であるのかを第2のモデルが厳格にチェックする。これによ
り、これまで単一のAIモデルにありがちだった「存在しない特許番号の捏造」や「文献の拡大解釈（ハ
ルシネーション）」を大幅に抑制する。DRACOベンチマークにおける「事実の正確性」での顕著な向
上は、無効資料調査の信頼性に直結し、見当違いの文献に基づく無駄な調査時間を削減する15。 

Councilの適用シナリオ： 先行技術と対象発明の一致点・相違点の認定において、解釈が分かれる
ケースは日常茶飯事である。Councilモードを使用し、「特許文献A（特開20XX-XXXXXX）の段落の
記載は、対象発明Bの進歩性を否定する主引例となり得るか？」というプロンプトを投げることで、
GPTとClaudeの両方から完全に独立した推論プロセスを経た見解を得ることができる5。 

GPTが「文言上の構成要件の一致」を重視した侵害論理あるいは拒絶論理を展開する一方で、
Claudeが「当該技術分野の当業者の技術常識や、課題解決の方向性の違い」を踏まえた阻却事由
（反論）を展開するかもしれない。知財担当者は、第3のモデルが生成した「カバーレター」を通じて、
両AIの見解の「相違点（Divergence）」を確認することで、実際の特許審査や侵害訴訟において相手
方から想定される反論を事前にシミュレーションし、極めて強固な論理構築を行うことができる2。これ

は、高リスクな意思決定において、複数のシニア弁理士に同時に意見を求めているのと同じ効果を

もたらす5。 

 



 
 
3.2 特許明細書作成および中間処理（Office Action）におけるドキュメント制
御の高度化 
特許明細書の作成、ライセンス契約書のドラフト、あるいは特許審査官からの拒絶理由通知に対す

る意見書・補正書の作成において、ドキュメントの正確性とトレーサビリティは不可欠である。2026年
4月に報告された法曹界および専門家向けのアップデートにより、Microsoft 365 Copilotは単なるテ
キスト生成ツールを超え、WordやExcelのネイティブ機能と深く連携した法務アシスタントとして機能
するよう進化した18。 

●​ 文言レベルでの精密な変更履歴（Track Changes）：AIによる編集を「変更履歴」として正確に
可視化し、監査可能にする機能が強化された18。特許実務において、AIが勝手にクレームの
文言を書き換えてしまうことは権利範囲の減縮（ファイルラッパー・エストッペル）を招くリスクが

ある。この機能により、発明者や社内の知財部が、外部特許事務所が作成したドラフトのどこ

をAIが修正したかを正確に追跡・承認できる。 
●​ コンテキストに沿ったコメント機能：特定の請求項や段落にアンカーされたコメントスレッドを管

理し、法的な文脈を維持したままコラボレーションが可能となる18。 
●​ 文脈を維持したピンポイント修正（Precision Revision）：エグゼクティブサマリーの簡素化



や、曖昧な表現の明確化、頭字語の展開などを、文全体を不必要に書き換えることなく精密に

実行する18。これにより、特許法上の「新規事項の追加」に該当するリスクを回避しつつ、明細

書の質を向上させることができる。 
●​ レビュー必須項目のフラグ付け：ライセンス契約書の「リスク要因（Risk Factors）」セクション

や、解釈が多義的になり得るクレームの表現において、意味が不明確な箇所や法務・財務の

最終承認が必要な箇所にAIが自動的にフラグを立てる18。 
●​ フォーマットと構造の自動管理：特許庁への提出書類に不可欠な目次の自動生成や更新、

ヘッダー・フッターの管理をWordの組み込み見出しタイプを使用して正確に行う18。 
●​ 保留中の変更のレビューサマリー：未解決の変更履歴やコメントを分析し、ドキュメントの冒頭

に「レビューサマリー」セクションを作成して、提案された変更や未解決の質問をキャプチャする
18。 

さらに、Work IQを活用した「データグラウンディング」により、過去のメールのやり取り、Teamsでの
発明発掘会議のトランスクリプト、SharePointに保存された実験データや発明提案書などを安全に
抽出し、それを基盤として明細書の「発明の背景」や「実施例」の初稿を高い精度でドラフトすること

が可能となっている11。 

3.3 知財ポートフォリオ管理とコンプライアンスの自動化 
企業が保有する特許、商標、著作権、ドメイン名などの知的財産ポートフォリオの管理は、膨大な

データ管理と期限管理を伴う。CopilotおよびCopilot Studioを利用して構築されたカスタムの「IP管
理エージェント」を利用することで、これらの業務プロセスは劇的に合理化される19。 

●​ 自動ファイリングと監視：特許、商標、ライセンス関連の文書生成を自動化し、出願プロセスを
迅速化する19。AIエージェントが既存のIPポートフォリオにおけるコンフリクト（抵触）をインテリ
ジェントに検索し、商標の出願前調査などにおけるリスクを低減する19。 

●​ コンプライアンスの合理化（Streamline compliance）：AIが社内のコンプライアンス要件を分
析し、既存の社内ポリシーと照らし合わせる機能を持つ20。例えば、OSS（オープンソースソフ
トウェア）のライセンス違反リスクのチェックや、共同研究契約における知財帰属条項の監査な

どにおいて、AIがSharePoint内の社内リソース（契約書テンプレート、過去の法務見解）と外部
の業界記事を横断的に検索し、分析を補完する20。 

●​ コスト削減とリソースの最適化：文書のレビューやデータ入力などの手作業に費やす時間を削
減することで、知財部門のオペレーションコストを低減し、より戦略的な業務（M&Aのデューデ
リジェンスやライセンス交渉戦略の立案）にリソースを集中させることが可能となる20。 

4. データセキュリティ上の課題と「EUデータ境界」問題 
知的財産業務において、未公開の特許情報（発明提案書、実験データ）や企業秘密（トレードシーク

レット）、M&Aに関連する機密性の高い契約情報などを外部のAIモデルに送信することは、企業に
とって最大の法的・情報漏洩リスクである。Microsoftは、Copilotに入力されたプロンプト、応答、およ
びMicrosoft Graphを通じてアクセスされた企業データが、基礎となるLLM（Copilotが使用するモデ
ルを含む）のトレーニングに使用されることは一切ないことを明言し、企業データ保護（EDP）による
セキュリティを保証している21。 



4.1 Anthropicのサブプロセッサー化と法的保護の枠組みの強化 
2026年3月のアップデートにおける最も重要なデータガバナンス上の進展は、Claudeモデルを提供
するAnthropic社が、Microsoftの「サブプロセッサー（下請処理者）」として正式に組み込まれたことで
ある21。 

以前の仕様では、Anthropicのモデルを使用するためには、Microsoftとは完全に切り離された
Anthropic独自の利用規約やデータ処理契約（DPA）にオプトインする必要があり、これが知財部門
や法務部門にとって大きなコンプライアンス上の障壁となっていた22。しかし現在では、Anthropicモ
デルを利用したCopilotのエクスペリエンス（CritiqueやCouncil、Word/Excel/PowerPoint内のエー
ジェント機能を含む）は、Microsoftの標準的な「製品条項（Product Terms）」および「データ保護追加
条項（DPA）」の対象となっている21。 

これにより、Anthropicモデルの利用は「エンタープライズ・データ保護（EDP）」の完全な対象となり、
データの暗号化、テナントの論理的分離、GDPRへの準拠、監査およびeDiscovery（電子情報開示）
のサポート、Microsoft Purviewによるデータ損失防止（DLP）コントロールの適用が法的に保証され
るようになった23。有害コンテンツのブロックやプロンプトインジェクション（ジェイルブレイク攻撃）の検

出といった保護機能も同様に機能する21。 

4.2 EUデータ境界（EU Data Boundary）からの除外という致命的ジレンマ 
しかしながら、欧州連合（EU）で事業を展開する企業や、欧州特許庁（EPO）への出願を扱うグロー
バル企業にとって、重大かつ致命的な法的課題が残されている。現在のところ、Anthropicのモデル
は「EUデータ境界（EU Data Boundary）」の適用範囲外となっているのである21。 

通常、欧州の顧客がMicrosoft 365を利用する場合、データ処理はEU内のデータセンターで完結し、
データが欧州経済地域（EEA）の外に転送されないことが保証されている（EU Data Boundaryの誓
約）。しかし、公式ドキュメントには「CopilotエクスペリエンスでAnthropicモデルが使用される場合、こ
れらのモデルのデータ処理はMicrosoft EUデータ境界（EUDB）の外部で発生する」と明確に記載さ
れている26。つまり、CritiqueやCouncil機能を利用してClaudeモデルを呼び出した瞬間、プロンプト
に含まれる機密データは必然的にEU圏外（主に米国のデータセンター）にルーティングされて処理さ
れることになる21。 

このため、EUおよびEFTA（欧州自由貿易連合）、英国のテナントでは、Anthropicモデルへの接続は
デフォルトで「無効（OFF）」に設定されている23。また、高度な機密性が要求される政府機関向けクラ

ウド（GCC、GCC High、DoDなど）やソブリンクラウドの顧客は、Anthropicモデル自体を利用できな
い仕様となっている23。 

知財部門への実務的影響と対応要件： 

この地理的データルーティングの制約は、多国籍企業の知財戦略において深刻なコンプライアンス

上のジレンマを引き起こす。CritiqueやCouncilといった極めて強力なマルチモデル機能の恩恵を享
受するためには、EU圏外へのデータ移転リスクを企業として許容しなければならない。 

欧州のGDPR（一般データ保護規則）や、各国の企業秘密保護法制（Trade Secrets Directive等）に
照らし合わせ、未公開の特許情報やデューデリジェンスデータをEU外のサブプロセッサーに送信す



ることの適法性を、各企業の法務・知財部門が個別にデータ保護影響評価（DPIA：Data Protection 
Impact Assessment）を実施して判断する必要がある23。管理者はMicrosoft 365管理センターを通じ
て、組織全体、あるいは特定のユーザーグループに対してのみAnthropicモデルへのアクセスを許
可する（オプトイン）細かな権限設定を行うことが求められる24。 

5. 市場の評判、実用上の限界、および専門家の評価 
「Critique」および「Council」機能の導入に対する市場と専門家の反応は、AIの推論能力向上に対す
る強い期待と、現場での実運用に向けた冷静な分析が入り交じったものとなっている。 

5.1 性能向上に対する称賛と法曹界の期待 
前述のDRACOベンチマークにおける+13.88%という大幅なスコア向上は、テクノロジー業界および
法曹界から高く評価されている8。米国特許商標庁（USPTO）の特許公共諮問委員会（PPAC）も、先
行技術調査におけるAIツールの利用拡大が、結果的に特許品質の向上と審査の効率化に直結し、
法的精査に耐えうる質の高い特許の付与に不可欠であるとの見解を示している17。 

法律業界でもこの技術的進歩は強い関心を集めており、2026年4月には「Copilot for Legal 
Practice」と題した米国の弁護士向け継続教育（CLE）プログラムが開催されるなど、実務への統合
と倫理的コンプライアンスに関する教育が急速に進んでいる29。Artificial Lawyerなどの法務テクノロ
ジー専門メディアも、Copilotが弁護士を明確なターゲットとして新機能を展開している点に注目して
いる18。 

5.2 専門家による冷静な視点：「魔法ではなく、漸進的な改善」 
一方で、業界のアナリストや法律の専門家は、マルチモデル化がすべての問題を解決する「魔法の

杖」ではないと警告している。 

Pareekh ConsultingのCEOであるPareekh Jain氏は、このシステムを「簡潔に言えば、優秀な専門
家に厳格な査読者がついたようなものだ」と比喩した上で、「しかし、これは漸進的な改善（

Incremental）であり、魔法（Magic）ではない。エラーを減らすことはできるが、完全に排除することは
できない」と冷静に評している15。また、Counterpoint Researchの研究副社長であるNeil Shah氏
は、マルチモデルによるオーケストレーションだけでは企業の変革には不十分であり、AI主導の洞察
が自社の市場における立場や意思決定者の要件を正確に反映するためには、社内のCRM（顧客関
係管理）やHRM（人的資源管理）、そして知財管理システムといった内部の企業データといかに深く
統合されるかが成功の鍵であると指摘している15。 

法曹界におけるAI評価の最前線に立つ専門家からは、AIが生成したコンテンツの潜在的なバイアス
や真正性の問題に対する懸念（Critique）が依然として根強く残っていることが報告されている30。

ニューヨーク州弁護士会（NYSBA）の報告書や法律情報専門家の論文でも、AIの出力を盲信・鵜呑
みにするのではなく、システムを自ら操作し、その限界を理解した上で「批判的に評価（Critique）」す
る能力こそが、これからの法務・知財専門家に不可欠なスキルであると強く強調されている31。生成

AIシステムの誤作動により、米国連邦判事が「エラーだらけの裁判所命令」を発出してしまう事例な
ども報告されており33、マルチモデル化によって精度が向上したとはいえ、最終的な責任を負う「

Human-in-the-loop（人間の介入）」の重要性が低下するわけではない。 



5.3 実務レベルで直面するシステム上の制約と課題 
さらに、現場のユーザーからは、Microsoft Copilot Deep Researchの実用面におけるいくつかの具
体的な課題や制約が報告されている。 

1.​ 使用回数の制限（Usage Quotas）： 深層調査には膨大なコンピューティングリソース（COGS
）を消費するため34、利用には月間のクオータ（制限）が設けられている。報告によれば、

Premiumプランのユーザーであっても月間25回、Personal/Familyプランでは月間15回までと
いう制限があり、知財部門が日常的に大量の特許分析を行うには、ライセンスの追加や運用

上の工夫が必要となる5。 
2.​ 出力フォーマットの不具合と一貫性の欠如： AIが生成した長文のレポート（.docx形式）を

WindowsやMacのWordで開く際、「読み取れないコンテンツ（unreadable content）」というエ
ラー警告がトリガーされる事例が報告されている5。データ自体は復元可能であるものの、セ

キュリティに敏感な企業環境においてこの種の警告はユーザーの不安を煽る要因となる。ま

た、見出しスタイル（Heading 3等）の適用が不規則であったり、本文テキストが適切なスタイ
ルセットに準拠していないため、特許庁への提出文書のように厳格なフォーマットが要求され

る用途においては、結局のところ人間による手作業での再フォーマット（ナビゲーションペイン

や目次の修正）が不可避となっている5。 
3.​ 過剰な情報量： AIは調査対象に対して網羅性を追求するあまり、必要以上に長大なレポート

（例えば20ページを超える出力）を生成する傾向があり、人間の読者が要点を迅速に把握す
るための簡潔な代替オプション（Think Deeper機能など）との使い分けが求められている5。 

結論および知財部門への戦略的提言 
2026年3月に実装されたMicrosoft 365 Copilotの「Critique」および「Council」機能は、AIが単なる
「文章生成ツール」から、自律的に推論、自己評価、そして高度な比較分析を行う「推論エージェン

ト」へと進化したことを明確に示している。生成（GPT）と検証（Claude）を完全に分離し、厳格な証拠
の裏付け（グラウンディング）と情報源の信頼性チェックをシステムレベルで強制するアーキテクチャ

は、事実の正確性とトレーサビリティが命である知的財産業務において、極めて実用性の高いツー

ルとなる。 

しかし、その導入と運用にあたっては、技術的利点と法的リスクのトレードオフを慎重に見極める必

要がある。知的財産部門および法務部門は、このパラダイムシフトに向けて以下の戦略的対応をと

るべきである。 

1.​ 「生成者」から「評価者」への知財部員の役割転換：​
大量の先行技術文献を読み込み、技術要素を抽出し、要約を作成するといった労働集約的な

作業は、段階的にAI（Researcherエージェント）に委ねるべきである。今後の知財担当者のコ
アバリューは、Council機能が提示した「複数のAIの意見の不一致（Divergence）」や「独自の
見解」を分析し、自社の事業戦略、競合状況、および最新の判例動向に照らし合わせて、最終

的な法的・ビジネス的判断を下す高度な「評価・決断業務」へと完全にシフトしなければならな

い。 
2.​ EUデータ境界を考慮した厳格なデータガバナンスの再構築：​

AnthropicがMicrosoftのサブプロセッサーとしてEDPの保護下に入ったことは大きな前進であ



るが、「EUデータ境界」の除外という法的な落とし穴が依然として存在する。グローバルに知財
ポートフォリオを展開する企業は、未公開の特許情報、発明提案書、M&Aに関する機密デー
タをCopilotに入力する際の社内ガイドラインを直ちにアップデートし、欧州におけるデータ移転
規則（GDPR等）との整合性を確認する必要がある。データ保護影響評価（DPIA）を実施し、必
要に応じて、特定のリスクの高いプロジェクトにおいてはMicrosoft 365管理センターから
Anthropicモデルへの接続をオプトアウトする柔軟な運用体制を構築すべきである。 

3.​ Human-in-the-Loopを前提とした継続的な検証プロセスの義務化：​
DRACOベンチマークで示された事実の正確性における大幅な向上（+13.88%）は画期的であ
るが、Pareekh Jain氏が指摘する通り、エラー率は依然としてゼロではない。AIが提示した引
用文献、先行技術の特許番号、または法的解釈は、必ず人間の専門家が原典（一次情報の

特許公報や判決文）に直接アクセスして検証するプロセスを、知財部門の標準作業手順（

SOP）として厳格に義務付けることが、重大なコンプライアンス違反や権利喪失を防ぐ要とな
る。 

マルチモデル・インテリジェンスの導入により、知的財産業務のスピード、網羅性、および分析の深さ

はかつてない次元へと引き上げられる。このテクノロジーの特性と、データルーティングやフォーマッ

トにおける限界を正確に理解し、人間による批判的思考（Critique）とAIの推論能力を最適に統合し
たワークフローをいち早く構築できた企業が、今後の熾烈なグローバル技術競争において決定的な

優位性を確立することになる。 
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